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柳川 洋一, 大坂 裕通, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 日域 佳, 石川 浩平, 大森 一彦, 諏訪 哲、ドクターヘリにより現場から搬送した急性冠症候群の転帰の検討、 日本臨床救急医
学会雑誌、  2018;21(2):365.
近藤 彰彦, 日域 佳, 竹内 郁人, 長澤 宏樹, 石川 浩平, 大坂 裕通, 柳川 洋一、  マスギャザリング・テロ対応 荒川化学工場爆発事故の経験を活かしテロ対応を考える、  日本
臨床救急医学会雑誌、 2018;21(2):226.
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岡本　健、世界標準の事業継続管理(BCM)の構築に向けた医療機関における人材育成の試み、第21回日本臨床救急医学会総会・学術集会、名古屋、2018年6月2日

加藤春輝、入山大希、キョウチクトウ中毒のため完全房室ブロックを生じた一例、第40回日本中毒学会総会・学術集会、大阪、2018年7月21日

桂 守弘, 栗山 明, 高田 忠明, 上田 泰弘, 浅野 志麻, 近藤 豊, 村上 隆弘, 尾崎 信弘, 本竹 秀光、　小児の外傷性肝損傷および脾損傷の自然経過と診療パターン:多施設後
ろ向き観察研究、　　    第32回日本外傷学会、京都、2018年6月22日

近藤　豊、「環境性体温異常症における体温管理」 III度熱中症の診断からより良い体温管理を目指して、第21回日本脳低温療法・体温管理学会、東京、2018年7月7日

岡本　健、地域包括ケアシステムにおける救急医の役割、第46回日本救急医学会総会・学術集会、横浜、2018年11月20日

西田　修、江木盛時、小倉裕司、 安宅一晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、久志本成樹、黒田泰弘、小谷譲治、志馬信朗、谷口巧、鶴田良介、土井研人、土井
松幸、中田孝明、中根正樹、藤島清太郎、細川直登、升田好樹、松嶋麻子、松田直之、矢田部智昭、田中裕、J-SSCG2016作成の成果：SSCG2016との比較、第46回日本
救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

矢田部智昭、西田　修、小倉裕司、 井上茂亮、江木盛時、近藤　豊、坂本　壮、櫻谷 正明、原 嘉孝、福田 龍将、松嶋麻子、安田 英人、山川一馬、山下和人、J-SSCG2016
のアンケート評価と批判的検証　第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

村田健介、こども救急センター開設5年～全ては次世代のこどものために～、第210回日本小児科学会千葉地方会、千葉、2018年6月10日

近藤　豊、川崎喬彬、中村有紀、阿部智一、岡本　健、田中　裕、当院のAcute Care Surgeryチームの特徴と課題、第32回日本外傷学会、京都、2018年6月22日

中村有紀、岡本健、田中裕、出血性ショック時のIVRとチーム医療、第43回日本外科系連合学会総会、東京、2018年6月23日

石原唯史、松田繁、岡本健、田中裕、腹部外傷～手術のタイミングと術式　重症多発外傷による心肺停止蘇生後からの開腹手術の見極め、日本小児救急医学会、つくば、2018年
7月2日

江木盛時、小倉裕司、 安宅一晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、久志本成樹、黒田泰弘、小谷譲治、志馬信朗、谷口巧、鶴田良介、土井研人、土井松幸、中田
孝明、中根正樹、西田　修、藤島清太郎、細川直登、升田好樹、松嶋麻子、松田直之、矢田部智昭、田中裕、J-SSCG2020におけるチャレンジと課題：新たな組織、作業工程、
第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

小倉裕司、 江木盛時、安宅一晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、久志本成樹、黒田泰弘、小谷譲治、志馬信朗、谷口巧、鶴田良介、土井研人、土井松幸、中田
孝明、中根正樹、西田　修、藤島清太郎、細川直登、升田好樹、松嶋麻子、松田直之、矢田部智昭、田中裕、J-SSCG2020におけるチャレンジと課題：新たな項目とCQ選択、第
46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

山川一馬、江木盛時、小倉裕司、 安宅一晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、久志本成樹、黒田泰弘、小谷譲治、志馬信朗、谷口巧、鶴田良介、土井研人、土井
松幸、中田孝明、中根正樹、西田　修、藤島清太郎、細川直登、升田好樹、松嶋麻子、松田直之、矢田部智昭、田中裕、J-SSCG2020におけるチャレンジと課題：エビデンスの確
実性と推奨の設定方法、第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

垣花泰之、江木盛時、小倉裕司、 安宅一晃、井上茂亮、射場敏明、川崎達也、久志本成樹、黒田泰弘、小谷譲治、志馬信朗、谷口巧、鶴田良介、土井研人、土井松幸、中田
孝明、中根正樹、西田　修、藤島清太郎、細川直登、升田好樹、松嶋麻子、松田直之、矢田部智昭、田中裕、注意すべき項目：Resusciation phase（ショック管理など）、第
46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

久志本成樹、江木盛時、小倉裕司、 安宅一晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、黒田泰弘、小谷譲治、志馬信朗、谷口巧、鶴田良介、土井研人、土井松幸、中田
孝明、中根正樹、西田　修、藤島清太郎、細川直登、升田好樹、松嶋麻子、松田直之、矢田部智昭、田中裕、注意すべき項目：Management phaseにおけるJ-SSCGオリジナ
ル課題、第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日
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志馬信朗、江木盛時、小倉裕司、 安宅一晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、久志本成樹、黒田泰弘、小谷譲治、谷口巧、鶴田良介、土井研人、土井松幸、中田
孝明、中根正樹、西田　修、藤島清太郎、細川直登、升田好樹、松嶋麻子、松田直之、矢田部智昭、田中裕、J-SSCG2020におけるチャレンジと課題：小児（定義とアルゴリズム
を中心に）、第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

神後宏一、近藤　豊、井上樹里、川崎喬彬、唐津進輔、中村有紀、平野洋平、滝沢　聡、松田　繁、岡本　健、田中　裕、救命救急センターに搬送された電撃症の二例、第46回
日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

近藤　豊、池上さや、工藤智博、中村有紀、滝沢　聡、石原唯史、平野洋平、杉中宏司、松田　繁、岡本　健、田中　裕、順天堂大学医学部附属浦安病院におけるAcute Care 
Surgery Team、第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

平野洋平、近藤　豊、井上樹里、入山大希、岡本　健、田中　裕、ヒト敗血症における炎症性ICAM-1高発現好中球の重症度への影響、第46回日本救急医学会総会、神奈川、
2018年11月21日

池上さや、井上樹里、中村有紀、近藤　豊、松田　繁、岡本　健、田中　裕、殿筋群の横紋筋融解を伴ったジフェンヒドラミン中毒の一例、第46回日本救急医学会総会、神奈川、
2018年11月20日

川崎喬彬、田中　裕、岡本　健、松田　繁、近藤　豊、中村　有紀、浅頸動脈、上行頸動脈瘤破裂により縦隔血腫・血胸をきたし頻回のカテーテル治療を行ったvon 
Recklinghausen病の一例、第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月21日

唐津進輔、石原唯史、村田健介、近藤　豊、松田　繁、岡本　健、田中　裕、小児熱傷の非特異性、第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月21日

石原唯史、村田健介、杉中見和、近藤　豊、松田　繁、岡本　健、田中　裕、救命救急センターに併設されたこども救急センターの実績と効果、第46回日本救急医学会総会・学術
集会、神奈川、2018年11月20日

中村有紀、岡本健、田中裕、救急領域におけるTMA、第46回日本救急医学会総会、神奈川、2018年11月20日

村田健介、遺伝子解析に基づいたAcinetobacter baumanniiの感染対策、第46回日本救急医学会総会・学術集会、神奈川、2018年11月20日

入山大希、ジアゾキシド中毒によりHHS・ショックを呈したインスリノーマの一例、第46回日本救急医学会・学術集会、神奈川、2018年11月21日

三好ゆかり、上腹部通を主訴に受診したWinslow孔ヘルニアの一例、第46回日本救急医学会・学術集会、神奈川、2018年11月21日

近藤　豊、福田龍将、久木田一朗、減圧障害のバイオマーカーとしてのプロカルシトニン、第53回日本高気圧環境・潜水医学会、2018年11月30日

玉川明香, 小松孝行, 佐々部綾佳, 加藤理紗, 磯部貴布, 浅子英, 井上照大, 三島健太郎, 水野慶子, 坂本壮, 髙見浩樹, 関井肇, 野村智久, 杉田学: 特発性食道破裂との
鑑別を要した特発性食道粘膜下血腫の一例. 第68回日本救急医学会関東地方会 (2018年1月27日 東京)
小室優子、高見浩樹、玉川明香、佐々部綾佳、加藤理沙、磯部貴布、浅子英、井上照大、三島健太郎、水野慶子、坂本壮、小松孝行、関井肇、野村智久、杉田学：産褥期に
発症した特発性脊髄硬膜外血腫の一例．第68回日本救急医学会関東地方会 (2018年1月27日 東京)

大杉 一平，関井　肇，佐々部 綾佳，磯部 貴布，加藤 理紗，浅子　英，井上 照大，三島 健太郎，水野 慶子，小松 孝行，坂本　壮，髙見 浩樹，野村 智久，杉田　
学：小腸炎の診断で入院した淋菌性Fitz-Hugh-Curtis症候群の一例．第68回日本救急医学会関東地方会 (2018年1月27日 東京)

加藤 理紗，野村 智久，関井 肇，髙見 浩樹，小松 孝行，水野 慶子，井上 照大，三島 健太郎，浅子 英，杉田　学：神経性食思不振症に合併したペラグラ皮膚炎の一
例．第68回日本救急医学会関東地方会 (2018年1月27日 東京)
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杉田　学，森村 尚登，井口 竜太，奥寺 敬，織田 順，勝見 敦，佐々木 淳一，中川 隆，増野 智彦，三宅 康史，本多 英喜，山畑 佳篤，坂本 哲也：シンポジウム4　
「東京オリンピック開催時の救急災害医療体制　2020年東京オリンピック・パラリンピックに係る救急・災害医療体制を検討する学術連合体における日本救急医学会の役割」　第23回
日本集団災害医学会総会・学術集会（2018年2月2日横浜）

福島圭介，杉田学，篠崎一貴，鈴木哲司，中山友紀，山口孝治，森村尚登：東京オリンピックにおいて救急救命士を活用するために必要な研修内容の検討．第23回日本集
団災害医学会総会・学術集会（2018年2月2日　横浜）
大山　太，岩本敏志，井原則之，谷　暢子，杉田　学：先遣隊活動を支援するドローンの活用方法の検討．第23回日本集団災害医学会総会・学術集会（2018年2月2日　
横浜）
阪本太吾，井上潤一，城川雅光，山口直樹，坂本良子，伊藤真吾，苛原隆之，中島　康，福島憲治，杉田　学：メキシコ地震に対する国際緊急援助隊・救助チーム医療
班の活動―救助現場に医療チームがいる意義―．第23回日本集団災害医学会総会・学術集会（2018年2月2日　横浜）

坂本壮, 高橋宏瑞, 鎌田一宏：ワークショップ2. 三銃士「研修医教育のボトムアップ」第16回日本病院総合診療医学会学術集会（2018年3月3日　別府）

鎌田綾佳, 小松孝行, 三島健太郎, 井上照大, 水野慶子, 坂本壮, 高見浩樹, 関井肇, 野村智久, 杉田学: 問診と身体所見でジスルフィラム・エタノール反応を鑑別する. 第21回
日本臨床救急医学会総会・学術集会 (2018年6月2日名古屋)
藤澤将大，浅子　英，野村智久，三島健太郎，水野慶子，小松孝行，高見浩樹，坂本　壮，関井　肇，杉田　学：CTガイド下胸膜腫瘤生検時に発症した空気塞栓の１
例．第21回日本臨床救急医学会総会・学術集会 (2018年6月2日名古屋)

小松孝行: スポーツ活動中に起きうる重篤な疾患に関する基礎知識と対応. シンポジウム「安全な学校生活のための危機管理Ⅰ スポーツ活動を中心として」. 日本安全教育学会第
19回横浜大会(2018年9月8日横浜)

鎌田綾佳, 小松孝行, 大久保裕直, 野村智久, 杉田学: 脾臓体積によって重症肺炎球菌感染症を予測する. 第7回脾臓研究会 (2018年9月20日大阪)

大槻穣治、藤谷博人、真鍋知宏、小松孝行、山澤文裕、武者春樹：シンポジウム3「スポーツ現場における医療行為の法的問題」．医師がスポーツ現場で医行為を行う際に準備す
べきことと知っておくべきこと. 第29回日本臨床スポーツ医学会 (2018年11月2日札幌)
藤谷博人、大槻穣治、真鍋知宏、小松孝行、山澤文裕、武者春樹：シンポジウム3「スポーツ現場における医療行為の法的問題」.　スポーツ現場における医師の医療行為の現状、
第29回日本臨床スポーツ医学会 (2018年11月2日札幌)
杉田学：救急現場の緊急度判定体系について．シンポジウム5「緊急度から救急度へ：古くて新しい概念を改めて整理する」第46回日本救急医学会総会・学術集会 (2018年11
月20日　横浜)

溝端康光，杉田　学他：PEMEC コースの概要と受講生評価．第21回日本臨床救急医学会総会・学術集会 (2018年6月2日　名古屋)

櫻井　淳，森村尚登，伊藤重彦，織田　順，六車　崇，杉田　学，林　靖之：緊急度判定の現在とこれから－緊急度から救急度へ－．第21回日本臨床救急医学会総会・学
術集会 (2018年6月2日　　名古屋)
浦尾正彦，児島邦明，岡部芳昭，杉田　学，李　慶文，室岡嘉之：「その科の常識は他科の常識ではない」、当院の医療安全相互監査システム．第43回日本外科系連合学
会学術集会（2018年6月22日東京）
近藤彰彦　大坂裕通　日域佳  竹内郁人 石川浩平　大森一彦　柳川洋一：荒川化学工場爆発事故の経験を活かしテロ対応を考える：第21回臨床救急医学会総会　パネル
ディスカッション（2018年6月1日名古屋）

發知佑太, 小松孝行, 浅子英, 杉田学：脳卒中急性期には頚髄病変除外を意識した神経診察が重要である．第46回日本救急医学会総会・学術集会 (2018年11月21日　
横浜)
鎌田綾佳, 小松孝行, 水野慶子, 坂本壮, 高見浩樹, 関井肇, 野村智久, 杉田学：尿閉を主訴に救急搬送された腰仙髄領域帯状疱疹の一例．第46回日本救急医学会総
会・学術集会 (2018年11月21日　横浜)



国内学会発表 91

国内学会発表 92

国内学会発表 93

国内学会発表 94

国内学会発表 95

国内学会発表 96

国内学会発表 97

国内学会発表 98

区分 番号 国際共同
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特別講演・
招待講演 10

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

柳川洋一. 災害医療の問題点と近未来対応. 第38回脳神経外科コングレス総会、大阪、2018年5月20日　 （第38回脳神経外科コングレスプログラム集 p31）

坂本　壮：若手医師のための特別講演会第4回「感染症基礎の基礎 vol.2」（2018年1月12日社会医療法人生長会府中病院）

坂本　壮：若手医師のための特別講演会第5回「内科救急のオキテ」（2018年2月16日社会医療法人生長会府中病院）

杉田　学：日本中毒学会九州地方会　教育講演「薬物血中動態に基づく正しい急性中毒の治療」（2018年3月31日大分）

杉田　学：「院内急変を防ぐ観察とは～呼吸数は記録できていますか？～」第29回日本臨床モニター学会総会呼吸モニタリングセミナー（2018年4月21日，東京）

杉田　学：第３回東京East救急医療研究会．「急変の予測と救急・災害時の輸液療法」（2018年5月30日，東京）

小松　孝行: JA広島総合病院 イブニングセミナー.「病歴聴取を極める～全ての言葉に意味がある～」 (2018年6月29日，広島)

杉田　学：第14回日本クリティカルケア看護学会ランチョンセミナー「院内急変を防ぐ観察とは ～呼吸数は記録できていますか？～」(2018年6月30日，東京)

野村智久：水戸協同病院講演会．「救急診療の基本とちょっとしたコツ」（2018年6月21日，水戸）

杉田　学：第22回日本救急医学会九州地方会．基調講演「豪雨局地災害」（2018年6月9日，大分）

塩崎正幸，井上健司，諏訪　哲，野村智久，杉田　学，住吉正孝，代田浩之：高感度トロポニンを用いた胸痛患者のトリアージ～0-1時間アルゴリズムの有用性について．第
46回日本救急医学会総会・学術集会 (2018年11月19日　横浜)
近藤彰彦　大坂裕通　日域佳  竹内郁人 石川浩平　大森一彦　柳川洋一　杉田学：安全な現場はあるのか？～爆発事故事案を通じ安全管理を考える～：第25回日本航空
医療学会総会シンポジウム（2018年11月3日　岡山）
関井肇，大久保淳史，大杉一平，鎌田綾佳，伊藤櫻子，村田真理絵，吉澤俊彦，浅子英，三島健太郎，水野慶子，杉田学：処方薬の有害事象による救急搬送を調査
する．第46回日本救急医学会総会・学術集会 (2018年11月19日　横浜)

加藤　理紗：敗血症様の症状を呈し，肝不全が著明となった甲状腺クリーゼの一例：第６回多摩救急カンファレンス(2018年11月　東京)

近藤彰彦，大坂裕通，日域桂，長澤宏樹，竹内郁人，石川浩平，大森一彦，柳川洋一：荒川化学工場爆発事故を通じて考える　災害急性期の対応～ドクターヘリか
DMATか～：第21回日本救急医学会中部地方会総会（2018年12月8日三重）

野村智久，高見浩樹，小松孝行，坂本壮，水野慶子，近藤彰彦，三島健太郎，浅子　英，村田真理絵，関井肇, 杉田学：CTガイド下肺生検に合併した空気塞栓症の2
例．第46回日本救急医学会総会・学術集会 (2018年11月19日　横浜)
上杉泰隆，狩野謙一，澤田悠輔，大内　元，野村智久，今長谷尚史，舩越　拓，西川佳久，新井隆男，黒田泰弘：日本救急医学会当委員会主催のイベントに関するアン
ケート，追跡調査の検討．第46回日本救急医学会総会・学術集会 (2018年11月21日　横浜)
西川佳久，新井隆男，大内　元，野村智久，舩越　拓，川本英嗣，太田祥一，黒田泰弘：学生・研修医部会設置運用特別委員会の活動成果．第46回日本救急医学会
総会・学術集会 (2018年11月19日~21日　横浜)
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大森一彦.  出血性ショックの対応は出来ますか.  順天堂４基幹型病院合同「臨床研修医のための学術集会」,2018年7月6日

清水 敬樹、小田 泰崇、神田 潤、近藤 豊、島崎 淳也、白石 振一郎、高氏 修平、林田 敬、一二三 亨、守谷 俊、八木 正晴、横堀 將司、若杉 雅浩、横田 裕行　日本救急医
学会・熱中症に関する委員会、「熱中症予防に関する緊急提言」、2018年7月20日

杉田　学：救急科専門医領域講習．「急性中毒の標準治療　−最新の動向から−」（2018年11月19日，横浜）

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

柳川洋一.　日本における災害医療の現状.  桑名市医師会　　2018年9月2日

大森一彦.   ドクターヘリを知っていますか.  第23回静岡県放射線技師学術大会、2018年5月27日

柳川洋一.内科診療にも役立つ標準的な外傷診療手順の紹介.  田方医師会　　2018年3月23日

杉田　学：旭川赤十字病院医療安全講習会「院内急変を防ぐ観察とは ～呼吸数は記録できていますか？～」（2018年8月3日，旭川）

小松　孝行: 第14回筑波スポーツ医学セミナー (SMIT). Session1 「どうするっ?」 スポーツ活動中のEmergency ～スポーツ現場の救急医療～ 「適切な現場対応が選手・チームを
救う」 (2018年8月25日, つくば)

Manabu Sugita：Nursing Expert & Quality Care Summit「Hospital Acquired Infection Practice/Guideline in Japan」（2018年9月21日，Bangkok）

Manabu Sugita：Nursing Expert & Quality Care Summit「Clinical Challenge of Low Perfusion Patients in Oxygenation Monitoring」（2018年9月21日，
Bangkok）

杉田　学：ぐんま地域防災アドバイザー防災士養成講座「災害医療」（2018年9月29日，前橋）

杉田　学：災害リスクマネジメントセミナー「病院における災害対策と指揮管理体制」（2018年10月5日，東京）

近藤　豊、公益信託丸茂救急医学研究振興基金 丸茂賞、2018年11月19日

近藤　豊、「外科領域における薬剤耐性を考慮した敗血症診療」　第3回東京感染症サミット、東京、 2018年9月16日

近藤　豊、「敗血症の今後の展開」　旭化成ファーマ　社内講演会　2018年4月12日

近藤　豊、「PICSと認知障害」 INTENSIVIST講習会 2018年9月8日

井本成昭、渡邉心、橋口尚幸　　順天堂大学プレスリリース　「期乳児 腸管内ビフィズス管内菌定着に分娩直前 抗菌薬投与が	影響を及ほす  ~抗菌薬使用により乳児腸管内 ビフィズス	ス
菌 割合が	低下~」　2018.8.21

野村智久：チーム医療ＣＥ研究会東日本フレッシュマンセミナー．「早期離床総論と早期離床の適応と禁忌」（2018年7月29日，東京）
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杉田　学：一般社団法人日本中毒学会理事

平野　洋平。2018GSKジャパン研究助成（公募）「炎症性ICAM-1高発現好中球遊走能と敗血症性肺障害における血液-肺分布評価」

野村智久：MCCRC(Multi professional Critical Care Board Review Course) in Japan　「中毒と薬物過量摂取」（2018年11月17日，東京）

杉田　学：救急救命士業務実地修練講義・ワークショップ．「症状・徴候　観察のコツ」（2018年12月18日，東京）

杉田　学：特定非営利活動法人日本外傷診療研究機構理事

野村智久：日本集中治療医学会ハンズオンセミナー　早期離床に必要な知識と技術「早期離床～総論～」「鎮静・鎮痛をどうするか/気道管理の基本」（2018年10月14日，相模
原）
小松　孝行: 社会医療法人大雄会 総合大雄会病院 院内感染研修会「抗菌薬適正使用のために我々ができること　アクションプランを身近に感じてみる　～For the patients & 
For us」(2018年10月19日, 一宮)

杉田　学：医師救急医療業務実地修練．「救急部門の管理運営に関わること」（2018年11月1日，東京）

杉田　学：大分県立大分上野丘高校ウェルカム先輩講座．「医師としての仕事と国際緊急救助活動」（2018年11月9日，大分）

杉田　学：順天堂大学同窓会多摩支部会．「東京都の救急医療体制とマスギャザリングメディシンについて」（2018年11月17日，立川）

野村智久：第45回日本集中治療医学会学術集会. ハンズオンセミナー 3.早期離床に必要な技術と知識コース　スタッフ (2018年2月20, 幕張)

高見　浩樹：練馬循環器セミナー「災害関連死の予防のためにできること」（平成30年2月21日、東京）

浅子　英：練馬救急連絡協議会「当院における救急搬送患者の動向」（平成30年2月23日，東京）

杉田　学：「対策が必要な感染と最近のトピックス」感染対策学術講演会 inいわき（2018年3月9日いわき市）

杉田　学：急性中毒診療センター開設記念講演会「急性中毒の標準治療と地域連携について」（2018年10月6日，東京）

杉田　学：平成29年度　救急救命士業務実地修練「ワークショップ：症状・徴候　観察のコツ」（2018年1月16日）

高見　浩樹：練馬区救護所訓練「トリアージ講習会」（2018年1月21日　石神井西中学校）

杉田　学：ＮＢＣ災害対策研修会（2018年2月7日東京）

小松孝行：第45回日本集中治療医学会学術集会. ハンズオンセミナー 6.Be An Intensivistコース　コーディネーター (2018年2月20, 幕張)
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